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アアジジェェンンダダ

l 時時代代認認識識

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー !!""##$$
% &&''・・循循環環型型社社会会ととのの違違いい

l ププララススチチッッククのの資資源源循循環環

% 最最近近のの動動きき
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時時代代認認識識：：ササスステテナナビビリリテティィをを企企業業活活動動のの

「「中中心心にに」」取取りり込込ままなないいとと企企業業ははややっってて行行けけななくくななるる

l カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル、、ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーがが企企業業活活動動のの前前提提
条条件件

l ここれれままででととのの!!つつのの違違いい 例例ええばば""##$$投投資資
% 企企業業活活動動のの真真んん中中

&従従来来：：''##(())**企企業業のの社社会会的的責責任任++
l 製製品品をを作作るる＋＋植植林林、、農農業業体体験験 （（環環境境部部門門のの仕仕事事））

&企企業業活活動動のの隅隅々々ににササスステテナナビビリリテティィがが浸浸透透ししてていいるる（（ここれれがが
経経営営陣陣のの仕仕事事））

% ,,--..//00112233))##11..2244556644--5500552277 **絶絶対対量量ででははかかるる持持続続可可能能性性++
&従従来来：：ゴゴミミをを減減ららそそうう、、ででききるるだだけけリリササイイククルル
& ,,--..//00112233))**絶絶対対的的++

l カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー：：資資源源のの889999::循循環環、、資資源源のの新新
規規採採掘掘ををゼゼロロにに

% 戦戦略略モモデデルルかかららビビジジョョンンモモデデルルへへ**パパーーパパスス経経営営;;++
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2030年までにサプライチェーンの脱炭素化を実現
【⽶・アップル】

• 2020年7月、2030年までにサプライチェーンも含めたカーボン
ニュートラルを目指すと発表し、サプライヤーがアップル製品の
製造時に使用する電力についても、2030年までに再生可能エネ
ルギー100%を目指すとの目標を掲げた。
•この要求に応じると宣言したサプライヤーは2020年7月時点で計
71社。このうち国内企業は、半導体関連製品を供給するイビデン
株式会社や、液晶画面のシートを製造する恵和株式会社等、計7
社。

（資料）アップル”Environmental Progress Report 2019”

全商品のカーボンフットプリントを提供
【独・BASF】

• 2020年8月、製品の原材料調達から出荷までの温室効果ガス排
出量（カーボンフットプリント）を算出し、顧客への提供を開始。
• 2021年末までには、全製品について、カーボンフットプリントの
データを提供できるようにする予定。
• BASF社の製品を用いて最終製品を製造するメーカーにとっては、
これらのデータを用いることで、自社製品のカーボンフットプリン
トを算出することが容易となる。

【アップル製品の製造から廃棄・リサイクルに⾄るライフサイクル全体でのCO2排出量】

(百万CO2-t）

CO2実績排出量 CO2排出量⾒込み

回収・貯留を除いたCO2実質排出量

原材料の調達時に
⽣じる排出量

製造⼯程で発
⽣する排出量

顧客へのカー
ボンフットプリ
ント提供
（全製品約
45,000点）製造⼯程で⽤

いる電⼒の発
電時に⽣じる
排出量

（資料）BASF HP ”Product Carbon Footprint”

BASF社製品の
カーボンフットプリン
トの算出、データ化

[[ももののづづくくりり白白書書22002211]]
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l 資資本本主主義義のの非非物物質質主主義義的的転転回回

l 現現代代資資本本主主義義がが生生産産とと消消費費のの
両両面面でで「「物物的的ななもものの」」かからら「「非非物物
質質的的ななもものの」」へへとと重重点点をを移移行行ささせせ
るる現現象象

l 「「物物的的ななもものの」」がが「「非非物物質質的的ななもも
のの」」にによよっってて新新たたなな価価値値をを与与ええらら
れれ、、資資本本主主義義がが新新ししいい発発展展段段階階
へへとと進進化化をを遂遂げげるるこことと

l 機機能能面面ででもも価価値値面面ででもも、、「「非非物物質質
的的ななもものの」」のの重重要要性性がが格格段段にに大大
ききくくななるるこことと

l 狭狭義義のの「「ももののづづくくりり」」ににここだだわわりりすすぎぎたた
ののがが失失わわれれたた!!""年年のの理理由由

l 企企業業経経営営へへののササスステテナナビビリリテティィのの取取りり
込込みみ

l 製製品品価価値値かからら企企業業価価値値へへ
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ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー
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ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー(CE)ののイイメメーージジ

      　

図3-1-1　 EUが提案する循環経済（CE）のイメージ

農林水産業※1農林水産業※1

肥飼料等の原材料
再生
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注：　※1　狩猟と漁撈（ろう）
　　　※2　収穫後と消費済の廃棄物の両方を投入として利用可能
資料： Ellen MacArthur Foundation, SUN, and McKinsey Center for Business and Environment「Drawing from Braungart & McDonough, Cradle to 

Cradle (C2C)」より環境省作成

　

　

22001155..1122 CCEE政政策策パパッッケケーージジ公公表表

22002200..  33      CCEE行行動動計計画画発発表表

[[環環境境白白書書,,  22001166]] (
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経経団団連連 !!""世世紀紀政政策策研研究究所所
l ササーーキキュューーララーーエエココノノミミーー研研究究会会 主主幹幹

ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー

〜〜循循環環経経済済ががビビジジネネススをを変変ええるる

勁勁草草書書房房
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!!""のの ##$$%%&&''(())**&&++!!'',,--,,..//00
11$$**&&22++33----,,44**55%%,,--++66778899改改::

l 資資源源循循環環がが前前提提のの社社会会
! 資資源源枯枯渇渇対対応応、、環環境境破破壊壊対対応応

l 資資源源循循環環がが経経済済的的にに成成立立すするる経経済済シシ
スステテムムのの構構築築

l 雇雇用用のの確確保保

l ""<<のの競競争争力力のの強強化化
l 従従来来のの資資本本主主義義経経済済のの下下でで何何ととかか循循
環環をを成成立立ささせせよようう（（循循環環型型社社会会））とといいうう
ののででははななくく、、
! 環環境境問問題題のの枠枠内内にに留留ままららずず、、経経済済のの仕仕
組組みみ自自体体をを変変ええるる

! 市市場場競競争争のの座座標標軸軸をを変変ええるる
! ももののづづくくりり""価価値値提提供供ののややりりかかたたをを変変ええるる
! 例例ええばば、、シシェェアアリリンンググ・・・・・・（（ししかかしし、、

シシェェアアリリンンググ""##$$%%はは&&''((##))**++)),,**--**##..かか
らら出出ててききたたももののででははなないい。。相相乗乗効効
果果））

我我々々のの見見方方

l 価価値値観観のの変変化化ががドドラライイ
ビビンンググフフォォーースス

l メメーーカカーーがが主主役役ででははなな
くく、、循循環環ププロロババイイダダーー
がが多多様様なな循循環環をを駆駆動動

l デディィジジタタルル技技術術がが
336644--005566==))2233>>??66//00//==77
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##$$%%&&##政政策策のの進進展展
l !!""##$$%%##!! 「「欧欧州州ググリリーーンン・・デディィーールル」」

l !!""!!""%%&&''''「「欧欧州州新新産産業業戦戦略略」」

( 環環境境ととデデジジタタルル技技術術をを両両輪輪ととししてて産産業業戦戦略略をを進進めめるる

l !!""!!""%%&&''''新新たたなな行行動動計計画画「「))**++,,--..//++''00,,1122113344''55,,66**1122''77..//22」」

( 脱脱温温暖暖化化へへのの貢貢献献もも強強調調

( ゴゴミミ、、フフーードドウウェェイイスストト、、リリササイイククルルのの話話がが少少しし減減っったた

( 製製品品88''99//..--::''));;//**22にに焦焦点点<<''==-->>66//**22//??..::''77++11@@--,,66''7711..**,,44''
AA++//33::BB11++CC

( ユユーーザザにによよるる「「修修理理権権」」

( 競競争争力力のの観観点点ををよよりり明明確確化化

!"

EEUUはは、、CCEE政政策策にに自自信信をを持持っってていいるるののででははなないいかか??



&&## ''(())**++,,%%--..//,,%%00!!11!!1122ににおおけけるるププララ関関連連
３３．．３３ 容容器器包包装装

l 欧欧州州のの容容器器包包装装廃廃棄棄物物はは２２００１１７７年年にに一一人人当当たたりり１１７７３３キキロロググララムムとと、、
過過去去最最高高をを記記録録ししたた。。２２００３３００年年ままででににＥＥＵＵ全全域域のの容容器器包包装装材材をを、、経経
済済的的にに実実行行可可能能ななややりり方方でで再再利利用用、、リリササイイククルルささせせるる。。ＥＥＵＵ委委員員会会
はは包包装装廃廃棄棄物物にに関関すするる指指令令「「９９４４／／６６２２／／ＥＥＣＣ」」をを改改定定すするる。。そそののたた
めめのの必必須須事事項項をを次次にに示示すす。。

% 過過剰剰なな包包装装、、包包装装廃廃棄棄物物のの削削減減へへのの目目標標のの設設定定。。
% 代代替替品品のの使使用用をを前前提提にに、、消消費費財財へへのの包包装装材材料料のの使使用用制制限限をを検検
討討。。包包装装材材のの再再利利用用ととリリササイイククルルののたためめのの設設計計のの推推進進。。

% 包包装装原原料料にに用用いいるる素素材材のの数数とと化化合合物物のの削削減減。。

l ＥＥＵＵ委委員員会会はは、、ＰＰＥＥＴＴ樹樹脂脂以以外外のの食食品品用用ププララススチチッックク材材料料をを安安全全ににリリ
ササイイククルルすするるたためめのの規規制制をを策策定定すするる。。ままたた、、公公共共のの場場でで提提供供さされれるる
水水道道水水をを飲飲用用可可能能ににすするるたためめのの飲飲料料水水指指令令をを厳厳格格にに実実施施しし、、ボボトト
ルル入入りりのの水水へへのの依依存存度度をを引引きき下下げげ、、包包装装廃廃棄棄物物のの発発生生をを抑抑制制すするる。。

!#



&&## ''(())**++,,%%--..//,,%%00!!11!!1122ににおおけけるるププララ関関連連
３３．．４４ ププララススチチッックク

l ＥＥＵＵはは「「循循環環型型経経済済ににおおけけるるププララススチチッックク戦戦略略」」にによよりり、、ププララススチチッッククへへのの包包
括括的的なな取取りり組組みみをを進進めめてていいるるがが、、ププララススチチッッククのの消消費費量量はは今今後後２２００年年でで倍倍
増増すするるとと予予想想さされれるる。。ここののたためめ、、ささららにに的的をを絞絞っったた対対策策をを講講じじるるととととももにに、、世世
界界規規模模ののププララススチチッックク汚汚染染ににもも取取りり組組んんででいいくく。。

l 再再生生ププララススチチッッククのの利利用用をを増増ややしし、、よよりり持持続続可可能能なな利利用用をを進進めめるるたためめにに、、ＥＥ
ＵＵ委委員員会会はは包包装装材材、、建建設設資資材材、、自自動動車車ななどどのの主主要要製製品品ににつついいてて、、再再生生ププ
ララススチチッッククのの使使用用量量とと廃廃棄棄物物削削減減ににつついいててのの義義務務化化をを提提案案すするる。。

l ママイイククロロププララススチチッッククへへのの対対応応ににつついいてて、、次次にに示示すす。。
/ 意意図図的的にに添添加加すするるママイイククロロププララススチチッッククをを制制限限。。

/ 製製品品ののラライイフフササイイククルルすすべべててのの段段階階ににおおけけるるママイイククロロルルププララススチチッッククのの
意意図図ししなないい放放出出にに関関すするる表表示示、、標標準準化化、、認認証証、、規規制制措措置置をを検検討討すするる。。

/ 意意図図せせずずにに放放出出さされれたたママイイククロロププララススチチッックク（（タタイイヤヤやや繊繊維維製製品品ななどど））
のの測測定定方方法法ををのの開開発発しし、、海海洋洋中中ののママイイククロロププララススチチッッククのの濃濃度度デデーータタをを
提提供供すするる。。

/ 環環境境、、飲飲料料水水、、食食品品中中ののママイイククロロププララススチチッッククののリリススクク情情報報をを提提供供しし、、
科科学学的的知知見見ととのの乖乖離離ををううめめるる。。

!$



&&## ''(())**++,,%%--..//,,%%00!!11!!1122ににおおけけるるププララ関関連連
３３．．４４ ププララススチチッックク

l 生生分分解解性性ププララススチチッッククへへのの課課題題ににつついいてて

% 植植物物由由来来原原料料のの使使用用がが化化石石資資源源のの使使用用量量削削減減だだけけででななくく、、真真
のの環環境境面面へへのの利利益益をを提提供供ででききてていいるるかかとといいうう評評価価にに基基づづくく調調達達、、
表表示示、、使使用用ののあありり方方のの検検討討。。

% 生生分分解解性性ままたたはは堆堆肥肥化化可可能能ななププララススチチッックク材材料料のの環環境境へへのの影影
響響ににつついいてて。。消消費費者者がが安安易易にに廃廃棄棄すするるとといいっったたミミススリリーードドをを起起ここ
ささせせなないい手手法法のの検検討討。。

l シシンンググルルユユーーススププララススチチッックク製製品品とと漁漁具具にに関関すするる指指令令

% 指指令令がが網網羅羅すするる製製品品のの整整合合性性。。
% たたばばここ、、飲飲料料カカッッププ、、ウウエエッットトテティィッッシシュュななどどににつついいてて、、製製品品ににララベベ
ルル表表示示ををしし、、キキャャッッププがが本本体体かかららははずずれれなないいよよううひひもも付付けけすするる。。

% 製製品品中中ののリリササイイククルル含含有有量量のの測測定定ルルーールルをを開開発発すするる。。

!%



&&##のの実実装装：：例例ええばば、、エエココデデザザイインン指指令令のの
ササーーババーーへへのの要要求求項項目目

l 信信頼頼性性ととエエネネルルギギーー消消費費量量ににつついいててのの情情報報提提供供

l 安安全全ににデデーータタをを消消去去すするる機機能能をを備備ええるるこことと

l リリユユーースス業業者者にに最最新新ののフファァーームムウウェェアアをを提提供供すするるこことと

l 重重要要部部品品ににつついいてて分分解解容容易易なな設設計計ををすするるこことと
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例例ええばば、、電電池池規規制制 33日日経経44--55%%!!11!!""66
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シシーーメメンンススのの&&##ビビジジネネススモモデデルル

hhttttppss::////wwwwww..yyoouuttuubbee..ccoomm//wwaattcchh??vv==yyGGNN22dd--xxnnmmWWYY

[[経経団団連連CCEE研研究究会会]]

CCEEにに55つつののビビジジネネススモモデデルルをを設設定定：：
①①ササーーキキュュララーーイインンププッットトモモデデルル（（リリユユーースス、、リリママンン）） ②②廃廃棄棄物物のの再再利利用用・・再再生生品品
③③寿寿命命延延長長 ④④PPaaaaSS（（リリーースス）） ⑤⑤ププララッットトフフォォーームム戦戦略略（（シシェェアアリリンンググビビジジネネスス））

!(



欧欧州州企企業業がが&&##にに取取りり組組むむ理理由由
l ))00にに関関わわるる指指令令・・規規制制等等がが欧欧州州かからら波波及及すするる兆兆候候ががああるる中中、、

世世界界ののどどのの地地域域ににおおいいててもも、、法法律律がが策策定定さされれるる前前かからら準準備備をを
整整ええてておおけけばば、、競競争争力力優優位位、、ミミニニママムムココスストトでで先先手手をを打打つつこことと
がが可可能能ととななるる

l 重重要要ななポポイインントト

( ププロロアアククテティィブブななアアククシショョンン

( スステテーーククホホルルダダーーととののココミミュュニニケケーーシショョンン

( 実実施施ししてていいるるここととをを77DD

!)



!!""・・循循環環型型社社会会ととのの違違いい

"*



日日本本型型「「7788・・循循環環型型社社会会」」かからら次次ののスステテッッププへへ
l 大大量量生生産産＋＋大大量量リリササイイククルルにに帰帰着着ししてて行行っったた

/ 埋埋立立処処分分場場対対策策

/ 拡拡大大生生産産者者責責任任

/ 基基本本はは廃廃棄棄物物行行政政

/ ココスストトのの公公平平なな負負担担のの議議論論

"!



Circular Economyののイイメメーージジ
""

オオラランンダダ政政府府 FFrroomm  aa  lliinneeaarr  ttoo  aa  cciirrccuullaarr  eeccoonnoommyyよよりり引引用用



日日本本型型「「33RR・・循循環環型型社社会会」」かからら次次ののスステテッッププへへ

l 大大量量生生産産＋＋大大量量リリササイイククルルにに帰帰着着ししてて行行っったた
– 埋埋立立処処分分場場対対策策
– 拡拡大大生生産産者者責責任任

– 基基本本はは廃廃棄棄物物行行政政
– ココスストトのの公公平平なな負負担担のの議議論論

l 循循環環型型社社会会ととCCEEのの違違いい
– 「「社社会会的的責責任任」」 vv..ss..  「「経経済済」」

» ももししかかししたたらら、、経経済済的的にに成成立立すするる循循環環ししかかややららなないいののかかももしし
れれなないい

– 「「もものの」」にに注注目目 vv..ss..  資資源源消消費費とと経経済済ののデデカカッッププリリンンググ
– 製製造造側側、、ビビジジネネススのの仕仕組組みみもも変変ええるる

– 価価値値提提供供手手段段のの脱脱大大量量販販売売
» PPSSSS、、シシェェアアリリンンググ

l ととははいいええ、、33RR・・循循環環型型社社会会でで培培っっててききたた、、制制度度とと実実効効性性、、技技
術術・・・・・・ははCCEEにに引引きき継継いいでで、、ババーージジョョンンアアッッププししななけけれればばいいけけなないい

家家電電リリササイイククルル法法ででそそここそそここででききちちゃゃっったた症症候候群群

（（おお片片付付けけのの論論理理））

"#



ププララススチチッッククのの資資源源循循環環

"$



##$$%%ププララススチチッックク戦戦略略00!!11""9922のの概概要要
l !!""##""$$年年ままででににすすべべててのの容容器器包包装装ををリリユユーースス・・リリササイイククルル可可能能ににすするる

% よよりり良良いい分分別別回回収収シシスステテムムのの構構築築
% 製製品品へへのの再再生生材材使使用用比比率率をを高高めめるる
% エエココデデザザイインンをを促促進進すするる

l ププララススチチッックク廃廃棄棄物物のの削削減減
% 使使いい捨捨ててププララススチチッッククやや漁漁具具ななどどででのの意意識識向向上上キキャャンンペペーーンンをを展展開開
% 製製品品中中ののママイイククロロププララススチチッッククのの使使用用をを制制限限すするる

l 海海洋洋ゴゴミミのの削削減減
% 海海上上ででののゴゴミミ投投棄棄をを禁禁止止
% 港港でで海海上上ゴゴミミ受受けけ入入れれ施施設設にに関関すするる新新ししいい規規則則をを制制定定

l 投投資資ととイイノノベベーーシショョンンのの拡拡大大
% ププララススチチッックク廃廃棄棄物物をを最最小小限限にに抑抑ええるる方方法法にに関関すするるガガイイダダンンススのの提提供供
% リリササイイククルル可可能能ななププララススチチッックク材材料料のの開開発発ややリリササイイククルルププロロセセススのの効効率率化化
% 有有害害物物質質・・汚汚染染物物質質のの除除去去技技術術にに&&$$億億ユユーーロロをを追追加加投投資資

l 国国際際的的なな行行動動

% 多多国国間間イイニニシシアアテティィブブのの支支援援
% 協協調調フファァンンドドのの組組成成
% 国国際際標標準準のの開開発発

"%



我我がが国国ののププララススチチッックク資資源源循循環環法法

l ププララススチチッッククにに係係るる資資源源循循環環のの促促進進等等にに関関すするる法法律律

% @@99@@88年年AA月月成成立立、、@@99@@@@年年BB月月施施行行予予定定

l 参参考考CC))ププララススチチッックク資資源源循循環環戦戦略略**@@9988DD++
①① @@99!!99年年ままででににワワンンウウェェイイププララススチチッッククをを累累積積@@AA％％排排出出抑抑制制
②② @@99!!AA年年ままででににププララススチチッックク製製容容器器包包装装及及びび製製品品ののデデザザイイ
ンンををリリユユーースス又又ははリリササイイククルル可可能能ななデデザザイインンにに

③③ @@99!!99年年ままででににププララススチチッックク製製容容器器包包装装のの６６割割ををリリユユーースス又又
ははリリササイイククルル

④④ @@99!!AA年年ままででにに使使用用済済ププララススチチッッククをを889999％％リリユユーースス、、リリササイイ
ククルル等等にによよりり有有効効利利用用

⑤⑤ @@99!!99年年ままででににププララススチチッッククのの再再生生利利用用をを倍倍増増
⑥⑥ @@99!!99年年ままででににババイイオオママススププララススチチッッククをを約約@@9999万万トトンン導導入入

"&

ししかかしし
ササーーママルルがが
入入っってていいるる



「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」の概要
製品の設計からプラスチック廃棄物の処理までに関わるあらゆる主体におけるプラスチック資源循環等の取組
（3R+Renewable）を促進するための措置を講じます。

 海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題、諸外国の廃棄物輸入規制強化等への対応を契機として、国内におけるプラスチックの資源
循環を一層促進する重要性が高まっている。

 このため、多様な物品に使用されているプラスチックに関し、包括的に資源循環体制を強化する必要がある。

■ 背景

1. 基本方針の策定
 プラスチックの資源循環の促進等を総合的かつ計画的に推進するため、以下の事項等に関する基本方針を策定する。

 プラスチック廃棄物の排出の抑制、再資源化に資する環境配慮設計
 ワンウェイプラスチックの使用の合理化
 プラスチック廃棄物の分別収集、自主回収、再資源化 等

2. 個別の措置事項

■ 主な措置内容

プラスチック資源の分別収集を促進するため、容リ
法ルートを活用した再商品化を可能にする。

市区町村と再商品化事業者が連携して行う再商品化
計画を作成する。
主務大臣が認定した場合に、市区町村による選別、
梱包等を省略して再商品化事業者が実施することが
可能に。

【使用の合理化】
ワンウェイプラスチックの提供事業者（小売・サービス事業者など）が取り組むべき判断基準を策定する。
主務大臣の指導・助言、ワンウェイプラスチックを多く提供する事業者への勧告・公表・命令を措置する。

資源循環の高度化に向けた環境整備・循環経済（サーキュラー・エコノミー）への移行

設計
・

製造

【環境配慮設計指針】
製造事業者等が努めるべき環境配慮設計に関する指針を策定し、指針に適合した製品であることを認定する仕組みを設ける。
認定製品を国が率先して調達する（グリーン購入法上の配慮）とともに、リサイクル材の利用に当たっての
設備への支援を行う。

【製造・販売事業者等による自主回収】
製造・販売事業者等が製品等を自主回
収・再資源化する計画を作成する。
主務大臣が認定した場合に、認定事業者
は廃棄物処理法の業許可が不要に。

【排出事業者の排出抑制・再資源化】
排出事業者が排出抑制や再資源化等の
取り組むべき判断基準を策定する。
主務大臣の指導･助言、プラスチック
を多く排出する事業者への 勧告・公
表・命令を措置する。

排出事業者等が再資源化計画を作成す
る。
主務大臣が認定した場合に、認定事業
者は廃棄物処理法の業許可が不要に。

販売
・

提供

排出
・
回収
・
リサ
イク
ル

︓ライフサイクル全体でのプラスチックのフロー

＜店頭回収等を促進＞

＜ワンウェイプラスチックの例＞

＜プラスチック資源の例＞

＜付け替えボトル＞

＜施行期日︓公布の日から１年以内で政令で定める日＞

【市区町村の分別収集･再商品化】

資料２ "'

[[hhttttppss::////wwwwww..mmeettii..ggoo..jjpp//sshhiinnggiikkaaii//ssaannkkoosshhiinn//ssaannggyyoo__ggiijjuuttssuu//hhaaiikkiibbuuttssuu__rr

eeccyyccllee//ppllaassttiicc__jjuunnkkaann__wwgg//ppddff//000099__0022__0000..ppddff]]



10

【プラスチック使用製品設計指針】
主務大臣は、プラスチック使用製品製造事業者等が講ずべき事項及び配慮すべき事項に関す
る指針を策定し、指針に適合した設計を主務大臣が認定する仕組みを設ける。
設計認定に係る製品を国が率先調達（グリーン購入法の配慮）。また、再生材の利用に
当たっての設備への支援を実施。

手
数
料
の
認
可

︻
26
条
2
項
︼

指
定
の
申
請

︻
12
条
︼

主務大臣
①プラスチック使用製品設計指針を策定【７条１項】

プラスチック使用製品製造事業者等が取り組むべき事項及び配慮すべき事項に関する指針を策定

指定調査機関
認
定
︻
8
条
4
項
︼

変
更
の
認
定
︻
９
条
１
項
︼

調
査
の
申
請

︻
11
条
3
項
︼

＋

手
数
料
の
納
付

︻
26

︼

③
設
計
調
査

︻
16
条
2
項
︼

・
主
務
省
令
で
定

め
る
基
準
に
適

合
す
る
方
法
に

よ
る
調
査

②指定調査機関の要件【14条1項】
・主務省令で定める適合基準
・欠格要件

調
査
結
果
の
通
知

︻
11
条
4
項
︼

環境大臣

指針に関して
環境大臣と協議
【７条３項】指

定
︻
12
条
︼

手
数
料
の
申
請

︻
26
条
2
項
︼

認
定
製
品
の
公
表

︻
８
条
6
項
︼

＋ ・グリーン購入法の配慮
・再生材利用設備への支援

プラスチック使用製品製造事業者等

付け替えボトル
（リデュース）

易解体性
（リサイクル）

100%リサイクル
素材（代替素材）

＜製品設計の例＞

プラスチック使用製品の製造を業として行う者（その設計を行う者に限る。）
専らプラスチック使用製品の設計を業として行う者

[[hhttttppss::////wwwwww..eennvv..ggoo..jjpp//ccoouunncciill//0033rreeccyyccllee//2200221100882233__0011..ppddff]]



ププララススチチッックク使使用用製製品品設設計計指指針針【【告告示示】】

２２．．ププララススチチッックク使使用用製製品品製製造造事事業業者者等等がが取取りり組組むむべべきき事事項項及及びび配配慮慮すすべべきき事事項項

l ３３##＋＋##$$%%$$&&''(())$$。。ププララススチチッッククのの使使用用量量のの削削減減、、部部品品のの再再使使用用、、再再生生利利用用をを
容容易易ににすするるたためめののププララススチチッッ クク使使用用製製品品のの設設計計又又ははそそのの部部品品若若ししくくはは原原材材料料
のの種種類類のの工工夫夫、、ププララススチチッックク以以外外のの素素材材へへのの代代替替、、再再生生ププララスス チチッッククややババイイオオ
ププララススチチッッククのの利利用用

l ププララススチチッックク使使用用製製品品製製造造事事業業者者等等はは、、材材料料部部品品等等のの供供給給者者及及びび再再商商品品化化
事事業業者者、、再再資資源源化化事事業業者者、、ププララススチチッックク使使用用製製品品をを使使用用及及びび排排出出すするる事事業業者者、、
消消費費者者、、国国、、地地方方公公共共団団体体等等にに対対ししてて、、ププララススチチッックク使使用用製製品品のの構構造造・・部部品品のの
取取りり外外しし方方法法、、ププララススチチッッククのの種種類類そそのの他他のの情情報報をを提提供供すするるここととややそそれれぞぞれれ
のの立立場場でで相相互互にに連連携携協協力力をを図図るる

l ププララススチチッックク使使用用製製品品のの設設計計にに当当たたっっててはは、、関関係係主主体体とと密密にに連連携携ををととりりななががらら、、
ププララススチチッックク使使用用製製品品にに求求めめらられれるる安安全全性性やや機機能能性性等等そそのの他他のの用用途途にに応応じじてて
求求めめらられれるる性性能能並並びびにに（（１１））及及びび（（２２））にに掲掲げげるる事事項項ににつついいてて、、そそれれぞぞれれががトト
レレーードドオオフフのの関関係係ととななるる場場合合ががああるるここととににもも留留意意ししななががらら、、製製品品ののラライイフフササイイクク
ルル全全体体をを通通じじたた環環境境負負荷荷等等のの影影響響をを総総合合的的にに評評価価しし、、事事業業者者自自ららがが合合理理的的
ににププララススチチッッククにに係係るる資資源源循循環環のの促促進進等等のの円円滑滑なな実実施施をを図図るるたためめののププララスス
チチッックク使使用用製製品品のの設設計計にに係係るる取取組組ににつついいててのの優優先先順順位位等等のの決決定定ををししたた上上でで取取
組組をを実実施施すするるここととととすするる。。そそのの際際、、（（３３））かからら（（６６））ままででににつついいてて留留意意すするるここととととすす
るる。。

")[[hhttttppss::////wwwwww..eennvv..ggoo..jjpp//ccoouunncciill//0033rreeccyyccllee//2200221100882233__0011..ppddff]]



ププララススチチッックク使使用用製製品品設設計計指指針針【【告告示示】】
（（１１）） 構構造造

l 減減量量化化

l 包包装装のの簡簡素素化化

l 長長期期使使用用化化・・長長寿寿命命化化

l 再再使使用用がが容容易易なな部部品品のの使使用用又又はは部部品品のの再再使使用用

l 単単一一素素材材化化等等

l 分分解解・・分分別別のの容容易易化化

l 収収集集・・運運搬搬のの容容易易化化

l 破破砕砕・・焼焼却却のの容容易易化化

（（２２）） 材材料料

l ププララススチチッックク以以外外のの素素材材へへのの代代替替

l 再再生生利利用用のの容容易易なな原原材材料料のの使使用用

l 再再生生ププララススチチッッククのの利利用用

l ババイイオオププララススチチッッククのの利利用用

#*[[hhttttppss::////wwwwww..eennvv..ggoo..jjpp//ccoouunncciill//0033rreeccyyccllee//2200221100882233__0011..ppddff]]



ププララススチチッックク使使用用製製品品設設計計指指針針【【告告示示】】

（（３３））製製品品ののラライイフフササイイククルル評評価価

（（４４））情情報報発発信信及及びび体体制制のの整整備備

（（５５））関関係係者者ととのの連連携携

（（６６））製製品品分分野野ごごととのの設設計計のの標標準準化化やや設設計計ののガガイイドドラライインン等等のの策策
定定及及びび遵遵守守

#![[hhttttppss::////wwwwww..eennvv..ggoo..jjpp//ccoouunncciill//0033rreeccyyccllee//2200221100882233__0011..ppddff]]



ププララススチチッックク使使用用製製品品設設計計指指針針【【告告示示】】

３３．．設設計計認認定定をを受受けけるるにに当当たたっってて適適合合すすべべきき事事項項

l 「「２２．．ププララススチチッックク使使用用製製品品製製造造事事業業者者等等がが取取りり組組むむべべきき事事項項」」をを満満たたししてて
いいるるこことと

l 製製品品全全体体にに占占めめるるププララススチチッッククのの割割合合がが、、重重量量比比又又はは体体積積比比でで過過半半

（（１１））総総合合的的なな評評価価及及びび情情報報発発信信

l 製製品品分分野野ごごととにに別別途途定定めめるる項項目目ににつついいてて、、製製品品ののラライイフフササイイククルルをを通通じじたた
環環境境負負荷荷等等のの影影響響をを総総合合的的にに評評価価しし そそのの評評価価結結果果をを公公表表

l 自自らら決決定定ししたたププララススチチッッククにに係係るる資資源源循循環環のの促促進進等等のの円円滑滑なな実実施施をを図図るるたた
めめののププララススチチッックク使使用用製製品品のの設設計計にに係係るる取取組組ににつついいてて、、そそのの設設計計にに係係るる
取取組組のの考考ええ方方等等をを公公表表

（（２２））製製品品分分野野ごごととのの基基準準

l 同同種種ののププララススチチッックク使使用用製製品品のの設設計計とと比比較較ししてて特特にに優優れれたた設設計計ででああるるもものの
ととししてて、、製製品品分分野野ごごととにに別別途途定定めめるる基基準準にに適適合合ししてていいるるこことと

#"[[hhttttppss::////wwwwww..eennvv..ggoo..jjpp//ccoouunncciill//0033rreeccyyccllee//2200221100882233__0011..ppddff]]



特特徴徴

l 0011にに比比べべるるととゆゆるるいい

/ 強強制制力力ななしし ＆＆ 「「望望ままししいい」」ががいいっっぱぱいい
/ 22334433""++""55)),,--""6677従従来来のの種種々々のの決決定定をを踏踏襲襲・・・・・・88
/ ササーーママルルリリササイイククルル99::、、植植物物由由来来ププララ、、生生分分解解性性ププララ99::

l いいろろいいろろ良良いいここととがが書書いいててああるるけけどど、、何何ががややりりたたいいのの？？

l ププララススチチッックク使使用用製製品品全全体体がが対対象象

/ 容容器器包包装装、、スストトロローーかからら自自動動車車ままでで ;; 共共通通項項はは一一般般的的ににななららざざるるをを
得得なないい

l <<段段階階
/ 配配慮慮すすべべきき事事項項

! 具具体体的的ににはは業業界界団団体体単単位位ののガガイイドドラライインン
/ 認認定定製製品品
! ググリリーーンン購購入入法法でで配配慮慮

l 総総合合的的なな評評価価及及びび情情報報発発信信
/ ==>>??

##



製製品品設設計計

l 「「製製品品設設計計」」 にに対対すするる過過度度なな期期待待EEFF
( 家家電電リリササイイククルル法法：：環環境境配配慮慮設設計計のの明明示示的的なな効効果果はは？？

G家家製製協協ののガガイイドドラライインンははああるる

G各各メメーーカカーー、、環環境境配配慮慮設設計計ををややっってていいるる

Gリリササイイククルル工工程程ににおおけけるる多多メメーーカカーーのの多多製製品品のの処処理理

( 一一方方でで、、7700HHボボトトルルリリササイイククルル推推進進協協議議会会のの設設計計ガガイイドドララ
イインン

#$



家家電電ププララススチチッッククのの自自己己循循環環リリササイイククルル 33::;;&&##66

#%



ペペッットトボボトトルル自自主主

設設計計ガガイイドドラライインン

33--##<<ボボトトルルリリササ
イイククルル推推進進協協議議

会会66

 

  

    

原則基準

2016年3月1日
PETボトルリサイクル推進協議会

　  

　　 　 　

構成物 原則基準
（☆：必須事項、 ：望ましい事項） 備考

ボ
ト
ル

本
体

材料

☆ PET単体とする。 PET単体：
・ PET主材以外の物質を添加、複合
などをして用いていない。

・ 衛生安全性が確保され再利用上問
題がない。

着色 ☆ 着色はしない。 口栓部の結晶化による白色は除く。

構造 容易に押しつぶせる構造が望ましい。  

そ
の
他

ベースカ
ップ

☆ 使用しない。  

把手

☆ 把手は、無着色のPETもしくは比重1.0未
満のPE、PPを使用する。
比重1.0未満のPE、PP製把手は無着色PET
製把手に変更することが望ましい。

 

印刷 ☆ ボトル本体への直接印刷は行わない。 賞味期限・製造所固有記号・ロット印
字等の微細な表示は除く。

ラ
ベ
ル

（印刷・
接着剤・
キャンペ
ーンシー
ル等を含
む）

材料・分
離適性

☆ PVCを使用しない。
☆ 再生処理の比重・風選・洗浄で分離可能
な材質・厚さであること。

☆ ラベル印刷インキは、PETボトルに移行
しないこと。

☆ アルミをラミネートしたラベルは使用し
ない。
アルミ蒸着等を使用しないことが望まし
い。

 

剥離適
性・分離
適性

シュリンクラベルは、ミシン目入りであ
ることが望ましい。
ロールラベル・枚葉ラベル・タックラベ
ル等で接着剤等を使用してボトルに貼付
する場合は、接着剤塗布面積・量を少な
くし、手で簡単に剥離でき、ラベル片・

 

 

#&



製製品品設設計計

l 「「製製品品設設計計」」 にに対対すするる過過度度なな期期待待EEFF
( 家家電電リリササイイククルル法法：：環環境境配配慮慮設設計計のの明明示示的的なな効効果果はは？？

G家家製製協協ののガガイイドドラライインンははああるる

G各各メメーーカカーー、、環環境境配配慮慮設設計計ををややっってていいるる

Gリリササイイククルル工工程程ににおおけけるる多多メメーーカカーーのの多多製製品品のの処処理理

( 一一方方でで、、7700HHボボトトルルリリササイイククルル推推進進協協議議会会のの設設計計ガガイイドドララ
イインン

l ププララススチチッックク資資源源循循環環促促進進法法のの設設計計項項目目はは基基礎礎的的

l 製製品品設設計計だだけけででははななくく、、循循環環のの設設計計もも同同程程度度にに重重要要

ラライイフフササイイククルル設設計計

#'



!!種種類類ののエエココデデザザイインン規規制制項項目目

      　

　 メージ

ード

回収

系統的な漏出と負の外部性を最小化する

部品メーカー

製品メーカー

サービス企業

回収

枯渇性資源能資源
代替資源 仮想化 回復

リサイクル

改修／再製造改修／再製造
リユース／

再配布
リユース／

再配布
維持/長寿命化維持/長寿命化

シェアシェア

利用者消費者

　 　
　　　 　 可能

      y Center for Business and Environment「Drawing from Braungart & McDonough, Cradle to 
 

　

　

#(

入入力力をを決決めめるる設設計計項項目目

aabbiilliittyyをを決決めめるる設設計計項項目目



リリササイイククルルのの課課題題

l 大大量量生生産産とと大大量量リリササイイククルルのの単単純純なな組組みみ合合わわせせでで、、安安定定
ししたた循循環環がが構構築築困困難難（（現現状状のの大大部部分分ははカカススケケーードド・・リリササ
イイククルル））

– QQuuaalliittyy::品品質質・・価価値値のの低低下下

– CCoosstt::リリササイイククルル材材のの価価格格

– DDeelliivveerryy::供供給給量量のの不不安安定定性性（（ゴゴミミだだかからら））

供供給給元元とと使使用用先先ののアアンンババラランンスス

l キキーーワワーードド

– 循循環環ププロロババイイダダーー ＋＋ 多多組組織織連連携携

– デデジジタタルルププララッットトフフォォーームム

39



最最近近のの動動きき

##$$%%&&''循循環環経経済済パパーートトナナーーシシッッププ

(())))**++,,----..$$//001100223311445511..**

$*



ボボトトルル ))++%%ボボトトルルリリササイイククルル 33::;;&&##66

$!

ササンントトリリーーホホーールルデディィンンググスス株株式式会会社社 協協

栄栄産産業業株株式式会会社社

!!""#### 年年ににボボトトルル $$%% ボボトトルルののメメカカニニカカルルリリササイイククルル シシスス

テテムムをを日日本本のの飲飲料料会会社社でで初初めめてて開開発発、、!!""##&& 年年にに 環環境境

負負荷荷低低減減とと再再生生効効率率化化をを実実現現すするる世世界界初初のの

「「''(())**++ $$%% ,,--++..%%--// 00''$$%%,,11 ダダイイレレククトトリリササイイククルル技技 術術」」

をを開開発発ししままししたた。。１１製製造造ラライインン当当たたりり年年間間約約 22 億億本本のの製製

造造能能力力ががあありり、、!!""!!"" 年年 !! 月月ににはは第第 !! ラライイ ンンがが稼稼働働しし

ままししたた。。

株株式式会会社社セセブブンン＆＆アアイイ・・ホホーールルデディィンンググスス、、日日本本ココカカ･･ココーーララ株株式式会会社社

!!""##33年年、、世世界界初初ととななるる、、セセブブンン＆＆アアイイググルルーーププ店店頭頭でで回回収収ししたたペペッットトボボトトルル ##""""44使使用用、、完完全全循循環環型型ペペッットトボボトト ルルリリササイイクク

ルルをを実実現現ししたた「「一一 00ははじじめめ 11緑緑茶茶一一日日一一本本」」をを発発売売ししままししたた。。



連連携携ししててリリササイイククルル 33::;;&&##66
l 花花王王株株式式会会社社、、ラライイオオンン株株式式会会社社、、株株式式会会社社 イイトトーーヨヨーーカカ堂堂

$"



再再生生資資源源循循環環ププララッットトフフォォーームム 33::;;&&##66
l ププララススチチッッククななどどのの再再生生資資源源をを需需給給者者間間でで有有効効活活用用すするる基基盤盤

l 双双日日株株式式会会社社、、レレココテテッックク株株式式会会社社、、日日商商エエレレククトトロロニニククスス株株
式式会会社社 IIHHHHココミミュュニニケケーーシショョンンズズ株株式式会会社社

$#



旭旭化化成成、、ププララススチチッックク資資源源循循環環ププロロジジェェククトト「「;;<<""!!++
==))**>>55%%''>>」」をを日日本本33;;??とと開開始始

##$$$$%%&&''(((())))))**++&&++##,,--..++&&//,,**001122((33%%((44//))&&((55""5566((77//5566""885599**##$$22::

$$



今今後後のの方方向向性性00""22
l 現現状状ははププララススチチッックク循循環環のの社社会会実実践践のの試試行行錯錯誤誤状状態態（（試試行行錯錯誤誤がが
活活性性化化ししてていいるる））

% ""<<ののよよううなな強強いい法法規規制制とと日日本本ののよよううなな誘誘導導的的ななアアププロローーチチののどど
ちちららがが効効果果的的かか？？

% 日日本本的的ななアアププロローーチチでではは、、ももうう少少しし具具体体的的なな成成功功例例がが出出ててここなな
いいとと支支援援施施策策もも見見ええててここなないいののでではは？？

l 何何がが循循環環にに適適ししたたププララススチチッックク製製品品ななののかか未未だだははっっききりりししなないい

エエココママーーククのの活活用用

l ププララススチチッックク資資源源循循環環法法

% 認認定定製製品品 EE ググリリーーンン購購入入

% 製製品品分分野野ごごととのの基基準準CC エエココママーーククのの活活用用可可能能性性
l ググリリーーンン購購入入はは有有効効なな普普及及策策ななははずずななののだだがが

% 国国はは義義務務、、地地方方自自治治体体はは努努力力義義務務、、民民間間はは何何ももななしし
% 国国にに供供給給ででききるる規規模模ににななららなないいとと取取りり上上げげてて貰貰ええなないい

$%



今今後後のの方方向向性性00!!22
l ))00ににはは、、非非物物質質主主義義的的転転回回でで理理解解ででききるるビビジジネネスス化化のの流流れれ

とと、、ププララススチチッッククのの循循環環利利用用のの!!つつのの大大ききなな流流れれががああるるよよううにに
見見ええるる

l 国国内内ででのの当当面面ののイイメメーージジ

( ワワンンウウエエーーははリリデデュューースス

G廃廃棄棄物物ととししててササーーママルル

( リリササイイククルル材材利利用用率率をを高高めめてて行行くく

( ケケミミカカルルリリササイイククルルのの技技術術開開発発

l 製製品品設設計計とと循循環環のの設設計計のの有有機機的的なな連連携携がが必必要要

$&




